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手代橋船着場/コロナ禍中 

自主活動 7名 5袋回収 
5月 9日(日)、自主活動に、木村、古

田、佐藤ご夫妻、矢部、藤田、中島の 7

名が参加し手代橋船着場間 1.5㎞で 5袋

分のゴミを回収しました。ゴミの種類は

相変わらずペットボトル、プラスチック

類、家庭ごみが多く見られました。特

に、70ℓゴミ袋に家庭ごみや室内の片づ

け用品がいっぱい入った大物が気になりま

した。アパートや電気代の請求書や領収書

を見ると、草加市内や東京都内在住の方の

ゴミであることが一目で分かります。 

手代橋船着場清掃 
古田副会長さんから、手代橋船着場

の上陸場所が草野原である・・とい

う報告を受けて自主清掃活動をしま

した。30分程で上陸地の斜面の除草

作業を終え、とても綺麗になりまし

た。コロナ禍が開けたら、また皆さ

んで上陸したいと思います。ここ

は、江戸時代の頃より魚屋河岸とし

て賑わった場所でもあります。歴史

や景観を大事にしたいものです。 



競技艇 1艇を取得 

湘南スポーツカヌークラブより 

5月 9日(日)午後、木村、藤田 2名

で、湘南スポーツカヌークラブへ出

向き、増田氏からレース艇 1艇を譲

っていただきました。このレース艇

は一人乗り艇で、片膝を立てて漕ぐ

タイプのもので特殊な形状になって

います。以前、高校カヌー部でこの

タイプで各種大会に参加していた藤

田さん用に今回取得したものです。

第 1回松尾芭蕉杯カヌー大会優勝者

増田知大氏が使用していた同タイプ

のカヌーで、藤田氏は自分以外にも

ぜひ乗ってほしいと云っています。 
 

 

大洪水/物資輸送 

危機管理「歴史から学ぶ」 

昭和 33年 9月 22日、荒川の氾濫で千住・旧足立区

役所前に横付けされた米軍の水陸両用艇(写真 1)、小舟に救援物資の積み替え(写真 2)。

NPO法人夢企画代表三井元子氏から『写真で見る足立の歴史』の連絡がありました。ここ

で気付くのは、危機管理が戦後 13年目でも、まだ自立できていなかったことです。 


